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景観まちづくり条例に基づく重点地区の景観形成基準２
（１）柏の葉キャンパス駅周辺景観重点地区景観形成基準（解説版）  

                             1 

 

 

景 観 重 点 地 区 に つ い て  

 柏 市 景 観 ま ち づ く り 条 例 に よ り ， 重 点 的 に 優 れ た 都 市 景 観 を 創 り ，

又 は 保 全 す る 必 要 が あ る と 認 め る 地 区 を 景 観 重 点 地 区 と し て 指 定 す

る こ と が で き ま す 。  

 景 観 重 点 地 区 で は 景 観 形 成 基 準 を 定 め ， 地 区 内 の 敷 地 利 用 や 建 築

物 等 に つ い て ， 基 準 に 基 づ い た 景 観 誘 導 を 進 め て い き ま す 。  

 

Ⅰ  柏 の 葉 キ ャ ン パ ス 駅 周 辺 景 観 重 点 地 区 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏の葉キャンパス駅周辺景観重点地区景観形成基準の解説   

南 Ａ 街 区  
： 緑 園 の 道  

高 架 下  

西Ｃ街区

西Ｂ街区

西Ａ街区

東Ａ街区

東Ｂ街区

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス 駅 周 辺 景 観 重 点 地 区 区 域 図 （ 別 図 １ ）  

： 重 点 地 区 区 域  

告示 指定年月日 告示 指定年月日
当初指定 柏市告示第５３号の２ 平成18年2月28日 柏市告示第５３号の３ 平成18年2月28日 26.1
変更指定 柏市告示第１０２号 平成21年4月1日 柏市告示第１０３号 平成21年4月1日 34.6

景観形成基準重点地区
面積（ha）
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１  重 点 地 区の目 標  

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 人 と 環 境 に や さ し い ま ち づ く り  

● 環 境 と 健 康 を 優 先 し た 持 続 可 能 な ま ち づ く り  

● 大 学 の あ る 街 の 駅 前 に ふ さ わ し い 景 観 形 成 を 目 指 し た ま ち づ く り  

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス 駅 周 辺 の 写 真  
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２  重 点 地 区の景 観 形 成 の基 本 方 針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷 地 内 通 路 と 緑 空 間  

緑 の 帯 の 形 成  シ ン ボ リ ッ ク な 高 木  

● 沿 道 空 間 ・ ・ ・ 賑 わ い の あ る 街 並 み の 創 出  

● 緑 豊 か で 開 放 的 な 建 築 デ ザ イ ン や 自 然 を 感 じ さ せ る 素 材 の 活 用

な ど に よ り 「 環 境 と 健 康 」 を 感 じ 取 れ る 空 間 の 創 出  

● 駅 前 広 場 ・ ・ ・ シ ン ボ リ ッ ク な 高 木 に よ る 緑 の 広 場  

 ● 東 口 駅 前 線 及 び 西 口 駅 前 線 ・ ・ ・ 道 路 と 民 地 内 空 地 等 が 一 体 と

な っ た 緑 豊 か な 歩 行 者 空 間 の 確 保 や 沿 道 建 物 の 屋 上 ・ 壁 面 緑 化

等 に よ り 「 緑 の 帯 」 を 実 感 で き る 通 り  

● 街 区 内 に は ， で き る だ け 敷 地 内 通 路 を 確 保 し ， 通 路 沿 い に

緑 空 間 を 創 出  
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Ⅱ  敷 地 利 用 の 基 準  

 

１   「緑の帯 」の形 成について 

 基  準  

＜東 口 駅 前 線 沿 道 及 び西 口 駅 前 線 沿 道 ＞  

・ 壁 面 後 退 部 分 は ， オ ー プ ン カ フ ェ や イ ベ ン ト な ど 歩 道 空 間 と の 一 体 的

利 用 の た め ， か き 又 は さ く ， 植 え 込 み 等 の 連 続 的 な 遮 蔽 物 や 低 木 ， 地

被 類 の 帯 状 の 配 置 を 避 け ， 十 分 に 開 放 さ れ た 空 間 と す る 。  

・ 歩 行 者 空 間 を 演 出 す る よ う な 並 木 や 屋 上 ・ 壁 面 緑 化 ， プ ラ ン タ ー の

設 置 な ど に よ り 緑 化 す る 。  

＜西 口 駅 前 線 沿 道 ＞  

・ 壁 面 後 退 部 分 は ， ヤ エ ザ ク ラ を 主 体 と し た 並 木 を 創 出 す る 。  

＜西 Ｂ街 区 及 び西 Ｃ街 区 の北 連 絡 線 沿 道 ＞  

・ 壁 面 後 退 部 分 は ， 高 木 を 主 体 と し た 並 木 と し ， 歩 道 空 間 と の 一 体 的 利

用 の た め ， か き 又 は さ く ， 植 え 込 み 等 の 連 続 的 な 遮 蔽 物 や 低 木 ， 地 被

類 の 帯 状 の 配 置 を 避 け ， 十 分 に 開 放 さ れ た 空 間 と す る 。  

＜北 Ａ街 区 ，東 Ｃ街 区 ，南 Ａ街 区 ＞  

 ・ 緑 化 率 ２ ５ ％ 以 上 と な る よ う 努 め る 。 地 上 部 分 を 優 先 し ， 屋 上 や 壁 面

で 補 う 。  

＜南 Ａ街 区 の緑 園 の道 沿 道 ＞  

 ・ 「 緑 園 の 道 」 沿 い の 壁 面 後 退 部 分 等 の 空 地 ， 建 築 物 の 壁 面 や 屋 上 ， 半

屋 外 空 間 は 緑 化 す る 。  
  

・ 並 木 や 屋 上 ・ 壁 面 緑 化 ， プ ラ ン タ ー の 設 置 等 ， 開 放 感 の あ る 植 栽 方 法 に
よ り ， 視 覚 的 な 緑 の 量 を 増 や し ， 緑 の 帯 を 形 成 す る 。  

 
・ 東 口 駅 前 線 及 び 西 口 駅 前 線 沿 道 は ， イ ベ ン ト ， オ ー プ ン カ フ ェ な ど の 歩

道 と の 一 体 的 利 用 を 想 定 し た デ ザ イ ン と し ， 生 垣 な ど 壁 と な る 植 栽 を 避
け ， 賑 わ い 空 間 を 演 出 す る プ ラ ン タ ー や 高 木 な ど の 植 栽 と す る 。  

 
・ 西 口 駅 前 線 沿 道 は 千 葉 大 か ら の ヤ エ ザ ク ラ の 連 な り を 意 識 し ， 壁 面 後 退

部 分 を 活 用 し て ヤ エ ザ ク ラ を 主 体 と し た 植 栽 と す る 。  
 
・ 西 Ｂ 街 区 及 び 西 Ｃ 街 区 の 北 連 絡 線 沿 道 は ， 歩 道 空 間 と の 間 に 生 垣 や 植 え

込 み な ど 壁 と な る 植 栽 を 行 わ な い 。  
 
・ 「 緑 の 帯 」 を 形 成 す る 緑 地 や 植 栽 は ， 維 持 管 理 を 適 切 に 行 い 緑 の 保 全 に

努 め る こ と 。  
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高 木 の 並 木 と プ ラ ン タ ー に よ る 開 放 感 の
あ る 緑 化 演 出 の 例  

少 な い ス ペ ー ス で 視 覚 的 な 緑 の 量 を 増 や
す ， 壁 面 緑 化 の 例  
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２  敷 地 内 通 路 等の確 保 について 

 基  準  

○ 歩 行 者 の 動 線 に 配 慮 し て ， 別 図 ２ の と お り 街 区 内 の 敷 地 内 通 路 又 は 施 設

内 通 路 を 確 保 す る 。  

○ 歩 行 者 の 動 線 に 配 慮 し て ， 街 区 の コ ー ナ ー ， 敷 地 内 通 路 ， 施 設 内 通 路 ，

道 路 の 結 節 点 及 び 街 区 の 中 心 部 等 に 別 図 ２ の と お り 広 場 若 し く は コ ー ナ

ー の し つ ら え を す る 。  

○ 敷 地 内 通 路 沿 い は ， 楽 し く 安 心 し て 歩 け る よ う ， 賑 わ い 施 設 を 配 置 し た

り ， 水 や 緑 の 潤 い 資 源 で 演 出 す る 。  

＜東 Ａ街 区 ，西 Ｂ街 区 ，西 Ｃ街 区 ＞  

・ 敷 地 内 通 路 の 主 動 線 は ， 幅 員 ６ ｍ 以 上 を 確 保 す る 。  

 
 
 

 
・ 回 遊 性 の 高 い 地 区 を 形 成 す る た め ， 地 区 内 外 を つ な ぐ 動 線 と し て 街 区 内

ま た は 施 設 内 に 通 路 を 確 保 す る 。  
 
・ 別 図 ２ の と お り ， 一 体 的 な 開 発 を 行 う 東 Ａ 街 区 ， 西 Ｂ 街 区 ， 西 Ｃ 街 区 で

は ， 計 画 的 に 通 路 や 広 場 を 配 置 し ， 幅 員 ６ ｍ 以 上 の で き る だ け 豊 か な 空
間 と す る 。  

 
・ 広 場 は ， コ ー ナ ー や 街 区 中 央 部 な ど 動 線 上 の 中 継 地 点 と な る 場 所 に 配 置

し ， 沿 道 の 施 設 や 広 場 の 各 要 素 は ， そ の 場 所 を 特 徴 づ け る デ ザ イ ン と す
る 。  

 
・ そ の 他 通 路 沿 い に 店 舗 ， ギ ャ ラ リ ー ， 集 会 施 設 や 水 ・ 緑 等 の 潤 い 資 源 を

配 置 し ， 楽 し さ ， 安 心 感 ， 賑 わ い な ど を 演 出 す る 。  

 

 

 

 
敷 地 内 通 路 沿 い の 広 場 の 例  

 

コ ー ナ ー 部 を 特 徴 づ け る し つ ら え の 例  

 
敷 地 内 通 路 ・ 広 場 の 例  

（ 緑 と 集 会 施 設 ）  
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３  歩 道 との調 和 について 

 基  準  

○ 壁 面 後 退 部 分 を 歩 道 状 空 地 と す る 場 合 は ， 歩 道 と 同 等 の 素 材 や 色 彩 で 仕

上 げ ， 通 り と 一 体 感 の あ る 歩 行 者 空 間 を 形 成 す る 。  

 な お ， 高 齢 者 等 が 安 全 に 歩 行 出 来 る よ う バ リ ア フ リ ー 化 に 努 め る 。  

  
 
・ 壁 面 後 退 部 分 は ， 歩 道 と 違 和 感 の 無 い デ ザ イ ン と す る こ と で ， 通 り と 一

体 感 の あ る 歩 行 者 空 間 と す る 。  
 
・ 舗 装 デ ザ イ ン を 同 じ 仕 様 ， ま た は 同 パ タ ー ン と し た り ， 素 材 ・ 色 彩 の 協

調 を 図 る 。 な お ， 歩 道 の 最 終 形 の 舗 装 に 対 応 す る 協 調 と す る 。  
 
・ 歩 道 と 宅 地 は ， 極 力 境 界 部 の レ ベ ル を す り つ け る 。  

 

 

 

４  区 画 形 質の変 更 について 

 基  準  

○ 増 改 築 や 建 替 え ， 敷 地 利 用 の 変 更 を 行 う 場 合 は ， 既 存 樹 木 の 保 全 や 代 替

緑 化 に 努 め る 。  

  
 
・ 地 区 の 記 憶 を イ メ ー ジ さ せ る 高

木 な ど の 既 存 樹 木 は ， 可 能 な 限
り 活 用 を 図 る 。  

 
・ ま た ， 既 存 樹 木 と 同 様 の 樹 種 に

よ る 代 替 緑 化 に 努 め る 。  

 

 
壁 面 後 退 部 分 の レ ベ ル ， 舗 装 材 ， 目 地 位
置 を 歩 道 部 分 と 協 調 し ， 境 界 部 を 舗 装 材
の 色 彩 で ゆ る や か に 表 現 し て 一 体 的 な 空
間 と し た 例  

道 路 境 界 線  
 

壁 面 後 退 部 分 の 舗 装 材 ， パ タ ー ン を 歩 道 部
分 と 協 調 し た 例  

道 路 境 界 線  

 
壁 面 後 退 部 分 に 既 存 樹 木 を 残 し た 開 発  
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（ 別 図 ２ ） 柏 の 葉 キ ャ ン パ ス 駅 周 辺 景 観 重 点 地 区 壁 面 後 退 位 置 ・ 距 離 及 び  

     敷 地 内 通 路 ・ 広 場 位 置 図
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 Ⅲ  建 築 物 等 の 基 準  

 

１  壁 面の位 置 の制 限について（別 図 ２） 

 基  準  

○ 壁 面 の 位 置 は ， 圧 迫 感 の 低 減 や 賑 わ い の 創 出 の た め ， 道 路 境 界 線 か ら 次

の 距 離 以 上 と す る 。  

＜東 Ａ街 区 ＞  

・ 東 口 駅 前 線 沿 道  ２ ｍ  

・ そ の 他 の 道 路 沿 い  １ ｍ  

＜東 Ｂ街 区 ＞  

・ 東 口 駅 前 線 沿 道  ２ ｍ  

・ そ の 他 の 道 路 沿 い  １ ｍ  

＜西 Ａ街 区 ＞  

・ 西 口 駅 前 線 沿 道 （ 駅 前 広 場 沿 い を 除 く ）  

－ 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ 以 下 の 部 分  ４ ｍ  

（ た だ し ， 道 路 境 界 線 か ら ３ ｍ 以 上 後 退 し た 部 分 に ， 街 並 み の 連 続 性 等 に 配

慮 し た ポ ル テ ィ コ 等 を 設 け る 部 分 を 除 く ）  

－ 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ を 超 す 部 分  ８ ｍ  

・ 駅 前 広 場 沿 い  

－ 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ 以 下 の 部 分  ３ ｍ  

－ 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ を 超 す 部 分  ６ ｍ  

・ 十 余 二 船 戸 線 沿 道  ２ ｍ  

・ そ の 他 の 道 路 沿 い  １ ｍ  

＜西 Ｂ街 区 ＞  

・ 北 連 絡 線 沿 道  ４ ｍ  

（ た だ し ， 道 路 境 界 線 か ら １ ｍ 以 上 後 退 し た 部 分 に お い て ， 街 並 み の 連

続 性 等 に 配 慮 し た ポ ル テ ィ コ 等 を 設 け る 部 分 を 除 く ）  

・ 西 口 駅 前 線 沿 道  

－ 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ 以 下 の 部 分  ４ ｍ  

（ た だ し ， 道 路 境 界 線 か ら ３ ｍ 以 上 後 退 し た 部 分 に ， 街 並 み の 連 続 性 等 に

配 慮 し た ポ ル テ ィ コ 等 を 設 け る 部 分 を 除 く ）  

 － 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ を 超 す 部 分  ６ ｍ  

・ 十 余 二 船 戸 線 沿 道  ２ ｍ  

・ １ ２ ｍ 区 画 道 路 沿 い  

 － 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ 以 下 の 部 分  ２ ｍ  

 － 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ を 超 す 部 分  ６ ｍ  

・ そ の 他 の 道 路 沿 い  １ ｍ  

＜西 Ｃ街 区 ＞  

・ 北 連 絡 線 沿 道  ４ ｍ  

（ た だ し ， 道 路 境 界 線 か ら １ ｍ 以 上 後 退 し た 部 分 に お い て ， 街 並 み の 連 続

性 等 に 配 慮 し た ポ ル テ ィ コ 等 を 設 け る 部 分 を 除 く ）  

・ 十 余 二 船 戸 線 沿 道  ２ ｍ  

・ １ ２ ｍ 区 画 道 路 沿 い  

 － 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ 以 下 の 部 分  ２ ｍ  

 － 道 路 の 路 面 の 中 心 か ら の 高 さ ２ ０ ｍ を 超 す 部 分  ６ ｍ  
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壁 面 後 退 位 置 参 照 図  

西 口 駅 前 線 沿 道 （ 西 Ａ 街 区 ， 西 Ｂ 街 区 ）  

※ た だ し 以 下 の 部 分 を 除 く  

・ 西 Ａ 街 区 で 西 口 駅 前 広 場 に 面 す る 部 分  

・ 道 路 境 界 線 か ら ３ ｍ 以 上 後 退 し た 部 分 に ， 街 並 み

の 連 続 性 等 に 配 慮 し た ポ ル テ ィ コ 等 を 設 け る 部 分  

西 口 駅 前 線 沿 道 （ 西 Ａ 街 区 ）  

※ 西 Ａ 街 区 で 西 口 駅 前 広 場 に 面 す

る 部 分 の み 適 用  

 

  

東 口 駅 前 線 沿 道 （ 東 Ａ 街 区 ， 東 Ｂ 街 区 ）  

 

十 余 二 船 戸 線 沿 道 （ 西 Ａ 街 区 ， 西

Ｂ 街 区 ， 西 Ｃ 街 区 ）  

 

1 2 m 区 画 道 路 沿 い （ 西 Ｂ 街 区 ， 西 Ｃ 街 区 ）  

 

 

 

北 連 絡 線 沿 道 （ 西 Ｂ 街 区 ， 西 Ｃ 街

区 ）  

※ た だ し ， 以 下 の 部 分 を 除 く  
・ 道 路 境 界 線 か ら １ ｍ 以 上 後 退 し

た 部 分 に お い て ， 街 並 み の 連 続
性 等 に 配 慮 し た ポ ル テ ィ コ 等 を
設 け る 部 分   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 の 部 分  

・ 東 Ａ 街 区 （ 高 田 若 柴 線 沿 道 ， 南 連 絡 線 沿 道 ，  

鉄 道 沿 い ）  

・ 東 Ｂ 街 区 （ 高 田 若 柴 線 沿 道 ， 北 連 絡 線 沿 道 ，  

鉄 道 沿 い ）  

・ 西 Ａ 街 区 （ 南 連 絡 線 沿 道 ， 鉄 道 沿 い ）  

・ 西 Ｂ 街 区 （ 鉄 道 沿 い ）  

 

 

 

 

 

ポ ル テ ィ コ 等  

ポ ル テ ィ コ 等  

ポ ル テ ィ コ 等  

1 . 0 m  

3 . 0 m  3 . 0 m  
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２  建 築 ファサードについて 

基  準  

○ 建 築 物 の デ ザ イ ン は ， 街 並 み の 連 続 性 や リ ズ ム 感 に 配 慮 し ， 隣 り 合 う 建

築 物 等 と の 壁 面 線 や 軒 線 ， 色 彩 ， 素 材 等 の 協 調 に 努 め る 。  

○ 「 環 境 と 健 康 」 と い う テ ー マ に ふ さ わ し い 素 材 や 意 匠 を 積 極 的 に 用 い る 。  

○ コ ー ナ ー 部 分 で は ， ま ち か ど を 特 徴 づ け る 意 匠 を 工 夫 す る 。  

＜西 Ａ街 区 ，西 Ｂ街 区 ＞  

・ 西 口 駅 前 線 に 面 す る 壁 面 線 率 （ 敷 地 境 界 線 延 長 に 対 す る 建 築 壁 面 線 延 長

の 合 計 の 割 合 ） を 概 ね ６ ０ ％ 以 上 と す る 。  

＜高 架 下 施 設 ＞  

・ ガ ラ ス 等 透 過 性 の あ る 外 壁 等 に よ り ， 東 西 駅 前 広 場 が 連 続 し た 空 間 と 感

じ ら れ る よ う 努 め る 。  

＜北 Ａ街 区 ，東 Ｃ街 区 ，南 Ａ街 区 ＞  

・ 高 田 若 柴 線 ， 十 余 二 船 戸 線 ， 北 連 絡 線 ， 南 連 絡 線 に 面 す る 建 築 物 の 軒 線

は ， 高 さ ２ ０ ｍ 以 上 の 壁 を ２ ｍ 以 上 後 退 し て 表 現 す る 。 た だ し ， 市 と 協 議

を 行 い 良 好 な 計 画 と 認 め た 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  

・ 東 口 駅 前 線 と 高 田 若 柴 線 が 交 差 す る T  字 路 で は 、 ア イ ス ト ッ プ を 意 識 し た

意 匠 と す る 。  

・ 高 田 若 柴 線 ， 十 余 二 船 戸 線 ， 北 連 絡 線 ， 南 連 絡 線 に 面 し て ， 外 廊 下 や 無 開

口 壁 等 の 建 築 物 の 裏 を 向 け た 計 画 と し な い こ と 。 た だ し ， 市 と 協 議 を 行 い

良 好 な 計 画 と 認 め た 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。   

・ 中 層 以 上 の 場 合 ， 基 壇 ・ 中 間 部 ・ 頂 部 を 分 節 し 、 三 層 構 成 を 表 現 す る 。  

・ 建 築 物 の 壁 面 は ， 高 田 若 柴 線 ， 十 余 二 船 戸 線 ， 北 連 絡 線 ， 南 連 絡 線 の 道

路 境 界 線 か ら １ ｍ 後 退 し た 位 置 と す る 。 ま た ， 壁 面 後 退 部 分 に は 隣 接 建

築 物 と 連 続 す る よ う に 庇 を 設 け る 。 た だ し ， 市 と 協 議 を 行 い 良 好 な 計 画

と 認 め た 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  
  

・ 隣 接 地 の 建 築 物 の 壁 面 線 や 軒 線 ， 色 彩 ， 素 材 を 意 識 し ， 連 続 し て 美 し く 見
え る よ う デ ザ イ ン の 工 夫 を 行 う 。  

 
・ ガ ラ ス 等 の 明 る さ や 軽 快 さ を 感 じ さ せ る 素 材 や ， 木 材 ， 土 ， 石 等 の 自 然 的

な 素 材 ， 緑 化 可 能 な 意 匠 ， ま た ， こ れ ら の 組 み 合 わ せ や こ れ ら と 調 和 し た
素 材 意 匠 な ど を 用 い る 。  

 
・ 西 口 駅 前 線 に 面 す る 建 築 物 は ， 連 続 感 の あ る 街 並 み を 形 成 す る よ う 壁 面 線

率 を 概 ね ６ ０ ％ 以 上 と す る 。  
 
・ 高 架 下 施 設 は ， 東 西 駅 前 広 場 間 の 見 通 し を 確 保 す る た め ， ガ ラ ス 等 の 透 過

性 の あ る 素 材 を 用 い る 。  
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壁 面 を 揃 え た 街 並 み の イ メ ー ジ  

コ ー ナ ー を 入 り 口 と し ， 時 計 や 外
壁 素 材 に 変 化 を つ け た ， ま ち か ど
を 特 徴 づ け る 意 匠  

明 る さ や 軽 快 さ を 感 じ さ せ る ガ ラ ス 素 材  

自 然 石 や 土 （ レ ン ガ ） 棟 の 自 然
的 な 素 材  

＜ 北 Ａ 街 区 ， 東 Ｃ 街 区 ， 南 Ａ 街 区 ＞  

20ｍ  

道 路  

・ 高 さ ２ ０ ｍ を 超 え る 建 築 物 の 部
分 は ， ２ ｍ 以 上 の セ ッ ト バ ッ ク
を 行 い ， 軒 線 の 強 調 を 行 う 。  

敷 地  

2ｍ 以 上  

１ ｍ  
庇  
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３  低 層 部 について 

 

基  準  

○ 東 口 駅 前 線 沿 道 及 び 西 口 駅 前 線 沿 道 で は ， 歩 行 者 が 街 並 み や 賑 わ い を 楽

し め る よ う 店 舗 ， ギ ャ ラ リ ー ， シ ョ ー ル ー ム 等 と し ， ガ ラ ス 等 に よ り 開

放 感 の 演 出 に 努 め る 。  

○ 西 口 駅 前 線 か ら 店 舗 へ の 出 入 が 可 能 な デ ザ イ ン と し ， 通 り を 表 と し た 店

舗 の し つ ら え と す る 。  

○ シ ャ ッ タ ー を 設 置 す る 場 合 は ， シ ョ ー ウ ィ ン ド ウ の 内 側 と す る か ， シ ー

ス ル ー シ ャ ッ タ ー と す る 。  

＜北 Ａ街 区 ，東 Ｃ街 区 ，南 Ａ街 区 ＞  

・ 高 田 若 柴 線 ， 十 余 二 船 戸 線 ， 北 連 絡 線 ， 南 連 絡 線 に 面 す る 建 築 物 の １ 階 部

分 に は ， 店 舗 等 の 賑 わ い 施 設 を 設 け る よ う 努 め る 。  

ま た ， 賑 わ い 施 設 は ， 沿 道 空 間 か ら 直 接 出 入 り が で き ， 内 部 の 活 動 が 見

通 せ て 賑 わ い が 溢 れ 出 す 構 成 と す る 。  

 

 

 

 

・  建 築 物 の 低 層 部 （ １ ～ ３ 階 部 分 ） は ， 閉 鎖 的 な つ く り に な ら な い よ う に す
る 。  

 
・  東 口 駅 前 線 沿 道 及 び 西 口 駅 前 線 沿 道 は 開 放 感 や 外 部 と の 一 体 感 の あ る デ ザ

イ ン と す る 。  
 
・  特 に 西 口 駅 前 線 沿 道 の 店 舗 は ， 西 口 駅 前 線 側 に 出 入 り 口 を 設 け る 。  
 
・  店 舗 な ど の 商 業 系 施 設 は ， 閉 店 後 も 街 並 み が 淋 し い 雰 囲 気 と な ら な い よ う ，

シ ョ ー ウ ィ ン ド ウ 等 を 見 せ る デ ザ イ ン と す る 。  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ ャ ッ タ ー を シ ョ ー ウ ィ
ン ド ウ の 内 側 に 設 け る デ
ザ イ ン  

 

 

外 部 と 一 体 感 の あ る 低 層
部 の デ ザ イ ン  

 

 

低 層 部 に ガ ラ ス を 用 い ，
魅 力 的 な 店 内 を 見 せ る デ
ザ イ ン の 例  
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４  中 高 層 部 について  

基  準  

○ 建 築 物 の 外 壁 は ， 圧 迫 感 の 少 な い 形 態 と な る よ う ， 壁 面 形 状 や 柱 ， 目 地 ，

色 彩 等 に よ り ， 中 高 層 部 の デ ザ イ ン に 変 化 を つ け 分 節 化 す る 。  

＜北 A 街 区 ，東 C 街 区 ，南 A 街 区 ＞    

・ 建 物 の 棟 見 付 幅 は 5 0m  以 内 と す る 。 た だ し ， 市 と 協 議 を 行 い 良 好 な 計 画 と

認 め た 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  
・ 歩 行 者 に 圧 迫 感 を 感 じ さ せ る 大 規 模 で 単 調 な 壁 面 デ ザ イ ン と な ら な い よ

う ， 壁 面 に 適 度 な 凹 凸 や 雁 行 (が ん こ う )， ま た は 色 使 い に よ り 変 化 を つ け
る 。  

 
※ 雁 行 (が ん こ う )： 建 築 物 の 形 態 の 一 つ で ， 雁 が 隊 列 を 組 ん で 飛 ぶ 形 の よ

う に ， 壁 面 を 少 し ず つ 前 後 に ず ら し て 配 置 し た も の 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  高 架 下 施 設について 

基  準  

○ 東 西 駅 前 広 場 に 面 す る 高 架 下 施 設 は ， 東 西 駅 前 広 場 か ら 出 入 り が 可 能 な

デ ザ イ ン と す る 。  

 
 
 
・ 高 架 下 施 設 が 東 西 の 分 断 要 因 と な ら な い よ う ， 東 西 駅 前 広 場 両 側 よ り 出 入

り 可 能 と す る 。  
 
・ 開 口 部 を 広 く と る な ど 開 放 的 な し つ ら え と し ， 東 西 駅 前 広 場 か ら 出 入 り 可

能 と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

凹 凸 や 色 遣 い に よ る 分 節 化  
 

 

凹 凸  雁 行  

凹 凸 や 雁 行 等 に よ り 大 壁 面 を や わ
ら げ る 工 夫  

５ ０ ｍ 以 内 ※ 1  ５ ０ ｍ 以 内 ※ 1  

※ 1  北 A 街 区 ， 東 C 街 区 ， 南 A 街 区 に 適 用 さ れ る 基 準  

開 放 的 な 高 架 下 の イ メ ー ジ  
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６  色 彩 について  

基  準  

○ 外 壁 及 び 外 廊 下 な ど の 基 調 色 は ， マ ン セ ル 値 で 明 度 ６ 以 上 ， 彩 度 は Ｙ Ｒ ６

以 下 ， Ｙ ４ 以 下 ， そ の 他 の 色 相 を ２ 以 下 と す る 。  

○ 窓 枠 ， テ ン ト ， 外 壁 等 に 使 用 す る ア ク セ ン ト カ ラ ー （ 上 記 基 調 色 と し て 定

め る 色 彩 を 超 え る も の ） は ， 多 色 使 い を 避 け る 等 慎 重 に 検 討 し ， か つ そ れ

ぞ れ 面 す る 通 り か ら の 立 面 積 の １ ／ １ ０ を 超 え な い も の と す る 。  

・  柏 市 全 体 で の 景 観 色 彩 調 査 で は ， Ｙ Ｒ 系 ， Ｙ 系 色 の 高 明 度 ， 低 彩 度 色 へ の
集 中 が 顕 著 で ， 全 国 的 な 建 築 物 の 色 彩 傾 向 と も 共 通 し て い る 。  

 
・  こ こ で は 街 並 み へ の 大 規 模 で け ば け ば し い 色 彩 の 出 現 に よ る 景 観 の 阻 害 を

避 け る た め ， 最 低 限 の 基 準 を 設 定 し て い る 。  
 

※ 基 調 色 ： 建 築 物 の 外 壁 に 使 用 さ れ る 色 が 対 象 と な る が ， 建 築 物 の 壁 面 に

設 置 さ れ る 工 作 物 ， 広 告 物 や ， 建 築 物 と 一 体 性 を も っ て 望 見 さ

れ る 構 造 物 （ 屋 外 の 階 段 や 立 体 駐 車 場 ， ポ ル テ ィ コ な ど ） も 含

む も の で あ る 。  
※ マ ン セ ル 値 ： 全 て の 色 彩 を 数 値 化 し ， 色 相 ， 明 度 ， 彩 度 の ３ つ の 属 性 で 表 し

た も の で あ り ， 日 本 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 で 採 用 さ れ ， 建 築 主 や 設 計 者 ， 施 工 者 が よ り
正 確 に 色 彩 を 共 有 す る た め の 表 色 法 と し て 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成協力 ㈱カラープランニングセンター  
基 準 に 適 合 し た 色 彩 の 例 (※ )  

 

基 準 に 沿 っ た 色 彩 の イ メ ー ジ  各 色 相 毎 の 彩 度 の 基 準 (※ )  
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７  外 壁 に付 帯する設 備 について 

基  準  

○ 給 排 水 管 ， ダ ク ト な ど の 外 壁 に 付 帯 す る 設 備 は 通 り か ら 目 立 た な い 位 置 に

配 管 し た り ， 壁 面 と 同 系 色 と す る な ど デ ザ イ ン を 工 夫 す る 。  

 
 

             

雨 樋 を 外 壁 の 色 彩 と 同 色 と す る イ メ ー ジ  

 

 

 

８  窓 ・バルコニーについて 

基  準  

○ 道 路 及 び 鉄 道 か ら 洗 濯 物 や 空 調 室 外 機 等 が 見 え に く い よ う ， 設 備 の 取 り 付

け 位 置 の 工 夫 に 努 め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
道 路 や 鉄 道 か ら 洗 濯 物 が 見
え に く い バ ル コ ニ ー の し つ
ら え  
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９  外 階 段 ・外 廊 下について 

基  準  

○ 外 階 段 等 は 建 築 物 と 一 体 化 し て デ ザ イ ン す る 。  

○ 建 築 物 に 付 帯 す る 照 明 は ， 道 路 及 び 鉄 道 か ら の 見 え 方 や デ ザ イ ン に 努 め

る 。  

 
 
 

・  外 階 段 ， 外 廊 下 は ， 使 用 す る 材 料 や 形 態 を
建 築 物 本 体 と 同 様 の も の と す る か ， 色 彩 を
合 わ せ た り ， ル ー バ ー で 覆 う な ど 目 立 た な
い 工 夫 を す る 。  

 
・  ま た ， 建 築 物 に 付 帯 す る 照 明 は ， 間 接 光 や

あ た た か み の あ る 光 源 を 用 い る な ど 道 路 や
鉄 道 か ら の 見 え 方 が 穏 や か で ， 落 ち 着 き を
感 じ さ せ る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 
ル ー バ ー で 囲 い デ ザ イ ン し た
外 階 段 の イ メ ー ジ  

 

パ ン チ ン グ メ タ ル で 囲 い デ ザ
イ ン し た 外 階 段 の イ メ ー ジ  

外 階 段 を 建 物 本 体 に 組 み 込 ん
だ デ ザ イ ン の イ メ ー ジ  
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１０  スカイラインについて 

基  準  

○ 隣 り 合 う 建 築 群 と の ス カ イ ラ イ ン の 配 慮 に 努 め る 。  

 
 

・ 通 り 沿 い で は ， 隣 り 合 う 建 築 物 と の 高 さ を 協 調 す る と と も に ， 高 層 部 を セ
ッ ト バ ッ ク さ せ る な ど ， 段 階 的 な 建 築 物 の 高 さ の 構 成 に 努 め る 。  

 
・ ま た ， 屋 根 形 状 を 協 調 す る な ど ， デ ザ イ ン の 調 和 に 努 め る 。  

 

 

 

 

 

１１  屋 上 緑 化について 

基  準  

○ 屋 上 の 緑 化 に 努 め る 。 特 に 低 層 部 の 屋 上 は 積 極 的 な 緑 化 に 努 め る 。  

 
 
・  建 築 物 の 屋 上 は ， 環 境 に や さ し い ま ち づ く り の た め 緑 化 に 努 め る 。  
 
・  特 に 低 層 部 の 屋 上 は ， 通 り や 高 層 部 か ら 緑 が よ り 豊 か に 見 え る よ う 積 極 的

な 緑 化 に 努 め る 。  
 
・  屋 上 緑 化 し た 部 分 は ， 維 持 管 理 を 適 切 に 行 い 緑 の 保 全 に 努 め る 。  

 
 

  
屋 上 緑 化 の イ メ ー ジ  

 

通 り 側 を 中 層 程 度 と し ， 高 層 棟
を セ ッ ト バ ッ ク し て い る 例  

 

 

ス カ イ ラ イ ン の 協 調 の イ メ ー ジ  
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１２  屋 上 設 備の修 景について 

基  準  

○ 屋 上 設 備 が 通 り か ら 見 え な い よ う 屋 根 や 外 壁 ， ル ー バ ー ， 屋 上 緑 化 等 で 覆

う 。  

 
 

・  屋 上 設 備 は ， 屋 根 や 塔 屋 と 一 体 的 な デ ザ イ ン と し た り ， 壁 面 の 立 ち 上 げ や
屋 根 ， ル ー バ ー 等 に よ り 覆 う 。  

     
・  ま た は ， 外 部 か ら 目 立 ち に く い 配 置 と す る な ど ， 可 能 な 限 り 露 出 を 避 け る 。  
  
・  屋 外 ア ン テ ナ は ， 周 囲 か ら 見 え な い 場 所 に 設 置 す る 等 ， 景 観 に 配 慮 し て 下

さ い 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３  その他について  

基  準  

○ 電 線 類 地 中 化 に 対 応 し た 設 備 計 画 に 努 め る 。  

 
 

・  今 後 の 電 線 類 地 中 化 に 対 応 す る 引 き 込 み 位 置 や 分 電 施 設 の 配 置 を 想 定 し ，
建 築 物 や 設 備 の 配 置 を す る 。  

 

 

屋 根 に 屋 上 設 備 を 組 み 入 れ
た デ ザ イ ン の イ メ ー ジ  

 

パ ン チ ン グ メ タ ル で 屋 上 設 備
を 覆 っ た デ ザ イ ン の イ メ ー ジ  
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Ⅳ   駐 車 場 の 基 準  

 

基  準  

○ 西 口 駅 前 線 沿 道 は ， 駐 車 場 出 入 り 口 を 設 け な い 。 た だ し ， 敷 地 条 件 等 や む

を 得 な い 事 情 が あ り ， 適 切 な 修 景 措 置 が と ら れ て い る 場 合 は こ の 限 り で は

な い 。  

○ 駐 車 場 は ， 通 り か ら 目 立 た な い よ う ， 周 囲 を 緑 化 等 に よ り 修 景 す る 。  

○ 駐 車 面 は ， 周 辺 か ら の 見 え 方 に 配 慮 し ， 緑 化 等 に よ り 修 景 す る 。  

○ 立 体 駐 車 場 は ， 建 築 物 と 一 体 的 な デ ザ イ ン や 緑 化 等 に よ り 修 景 す る 。  

＜北 Ａ街 区 ，東 Ｃ街 区 ，南 Ａ街 区 ＞  

・ 高 田 若 柴 線 ， 十 余 二 船 戸 線 ， 北 連 絡 線 ， 南 連 絡 線 に 面 し た 部 分 に は 駐 車 場

を 設 け な い 。 ま た ， こ の 通 り に 設 け る 駐 車 場 出 入 口 は 最 小 限 と す る 。  

た だ し ， 敷 地 条 件 等 や む を 得 な い 事 情 が あ り ， 市 と 協 議 を 行 い 良 好 な 計 画

と 認 め た 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  

＜南 Ａ街 区 ＞  

・ 緑 園 の 道 に は ， 駐 車 場 の 出 入 口 を 設 け な い 。  

た だ し ， 敷 地 条 件 等 や む を 得 な い 事 情 が あ り ， 市 と 協 議 を 行 い 良 好 な

計 画 と 認 め た 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  
 
 

・  駐 車 場 は ， 様 々 な 形 式 ・ 形 態 が あ る が ， 機 能 面 だ け で 計 画 す る の で は な く ，
防 犯 面 や 景 観 面 に も 配 慮 す る 。  

 
・  目 立 ち に く い 配 置 を 基 本 と し ， や む を 得 な い 場 合 ， 建 築 物 等 と 一 体 的 に デ

ザ イ ン す る か ， 駐 車 場 の 周 囲 ， 区 画 ， 路 面 等 の 修 景 緑 化 に よ り 景 観 を 形 成
す る 。  

 
・  駐 車 場 出 入 口 は ， 敷 地 ご と に 分 散 し て 設 け る の で は な く ， 隣 接 す る 敷 地

間 で の 集 約 化 な ど に 努 め る 。  
 

・  緑 化 修 景 し た 部 分 は ， 維 持 管 理 を 適 切 に 行 い 緑 の 保 全 に 努 め る 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
周 囲 に フ ェ ン ス を 用 い て ツ タ で
緑 化 す る イ メ ー ジ  

 
 

区 画 に 緑 化 を 施 す イ メ ー ジ  
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Ⅴ   工 作 物 の 基 準  

 

１  ゴミ置 場について  

基  準  

○ ゴ ミ が 道 路 か ら 見 え な い よ う な 配 置 や 緑 化 ， 建 築 物 と 一 体 化 す る こ と な ど

修 景 に 努 め る 。  

 
 
・  ゴ ミ 置 場 が 景 観 に マ イ ナ ス イ メ ー ジ

を 与 え な い よ う ， 道 路 か ら 見 え な い
よ う に 配 置 す る 。  

 
・  建 築 物 と 一 体 化 さ せ た り ， 修 景 緑 化

な ど に よ り ゴ ミ を 覆 う 形 状 と す る 。  
 

・  緑 化 修 景 し た 部 分 は ， 維 持 管 理 を 適
切 に 行 い 緑 の 保 全 に 努 め る 。  

 
 

 
 
 
 
 
 

２  照 明 について 

基  準  

○ 道 路 沿 い は ， 店 舗 の も れ 灯 り や 敷 地 内 の 照 明 な ど に よ り ， 安 心 し て 歩 行 で

き る と と も に ， 賑 わ い や 落 ち 着 い た 雰 囲 気 の 演 出 に 努 め る 。  

○ 周 辺 の 住 宅 に 光 害 を 生 じ さ せ な い よ う 努 め る 。  

 
 
・  夜 間 に も 安 心 し て ， ま た ， 楽 し く 歩

け る 空 間 と す る た め に ， 敷 地 内 へ の
照 明 の 配 置 や ， 閉 店 後 も シ ョ ー ウ ィ
ン ド ウ な ど 店 舗 の 灯 り な ど に よ り ，
夜 間 景 観 を 魅 力 的 に 演 出 す る 。  

 
・  た だ し ， こ れ ら の 照 明 が 住 宅 地 の 環

境 へ の マ イ ナ ス 要 因 （ 光 害 ） と な ら
な い よ う 考 慮 し ， 暖 か み ， 落 ち 着 き
と い っ た 秩 序 の 感 じ ら れ る 照 明 計 画
と す る 。  

 
・  サ ー チ ラ イ ト な ど 上 空 を 照 ら す 灯 り

や は げ し い 動 光 は 用 い な い 。  
 

 

 

店 舗 の も れ 灯 り に よ る 夜 間 景
観 の 演 出 イ メ ー ジ  

景 観 に 配 慮 さ れ た ゴ ミ 置 き の 囲
い の イ メ ー ジ  
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３  擁 壁 について  

基  準  

○ 極 力 緑 を 活 か し た 法 面 又 は 石 積 み と す る 。  

○ コ ン ク リ ー ト 擁 壁 は ， 壁 面 の 仕 上 げ や 緑 化 等 に よ り 自 然 に な じ む デ ザ イ ン

と す る 。  

 
 

・  長 大 な 擁 壁 を 生 じ る 場 合 ， 景 観 上 の 影 響 の 軽 減 を 図 る た め ， 極 力 緑 を 組 み
合 わ せ る よ う な 計 画 と す る 。  

 
・  擁 壁 自 体 に つ い て も ， 単 な る コ ン ク リ ー ト 打 ち 放 し で は な く ， 緑 化 ブ ロ

ッ ク ， 自 然 石 の 使 用 や 表 面 の 仕 上 げ に ハ ツ リ ， 叩 き 仕 上 げ 等 ， 自 然 な 風
合 い に 近 づ け る 工 夫 を す る 。  

 
・  緑 化 修 景 し た 部 分 は ， 維 持 管 理 を 適 切 に 行 い 緑 の 保 全 に 努 め る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 
直 擁 壁 の 立 ち 上 げ を 抑 え 、 緑 と
組 み 合 わ せ て い る 例 。  

 
道 路 と の 高 低 差 を 芝 の 法 面 に よ
っ て 処 理 し て い る 例 。  
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４  その他の独 立 工 作 物について 

基  準  

○ 通 り か ら 見 え な い よ う 建 築 物 に 組 み 込 ん だ り ， 周 囲 の 緑 化 や ， 本 体 デ ザ イ

ン の 工 夫 な ど に 努 め る 。  

○ 壁 面 後 退 部 分 の 工 作 物 等 は ， 道 路 空 間 の デ ザ イ ン と の 調 和 に 努 め る 。  

○ 自 動 販 売 機 を 設 置 す る 場 合 は ， デ ザ イ ン な ど を 工 夫 し 建 築 物 の 外 壁 の 色 彩

と の 調 和 に 努 め る 。  

 
 

・  給 水 塔 ， ガ ス ガ バ ナ ， 電 波 塔 な ど の 独 立 工 作 物 は ， 周 辺 景 観 を 損 な わ な い
よ う 配 置 や デ ザ イ ン の 工 夫 を 行 う 。  

 
・  街 並 み と の 調 和 を 図 り に く い 場 合 は ， 通 り か ら 見 え な い 配 置 や 周 囲 の 修 景

に 努 め る 。  
 

・  緑 化 修 景 し た 部 分 は ， 維 持 管 理 を 適 切 に 行 い 緑 の 保 全 に 努 め る 。  

 

独 立 し た 設 備 類 を 樹 木 で 修 景 し
て い る 例  

 

自 転 車 置 き 場 を 半 透 明 の パ
ネ ル で 覆 い ， 緑 と の 組 み 合
わ せ で さ ら に 目 立 ち に く く
す っ き り と デ ザ イ ン し て い
る 例  

 

地 区 の 修 景 基 準 に 基 づ き ， 本 体
を 低 彩 度 の 色 彩 と し ， 広 告 掲 載
部 分 を 小 さ い 枠 内 と し て い る 例  
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Ⅵ   広 告 物 の 基 準  

 

１  共 通 事 項 について 

基  準  

○ 原 則 と し て 土 地 所 有 者 ， 建 物 所 有 者 ま た は 入 居 テ ナ ン ト が ビ ル の 名 称 表 示

な ど 自 家 用 に 供 す る も の の み と す る 。  

○ 設 置 す る 数 量 や 表 示 面 積 を 極 力 抑 え ， 可 能 な 限 り 集 約 化 ， 縮 小 化 す る 。  

○ 位 置 ， 規 模 ， 色 彩 等 は 建 築 物 全 体 の デ ザ イ ン と 調 和 さ せ る 。  

○ け ば け ば し い 色 彩 の も の や ， は げ し い 動 光 ・ 点 滅 等 を す る も の を 使 用 し な

い 。  

 
・  広 告 物 が 景 観 の 阻 害 要 因 と な ら な い よ う ， 設 置 す る 看 板 類 を 自 家 用 の み と

す る 。  
 

・  設 置 場 所 ， 箇 所 数 を 絞 り 込 む こ と で ， 大 き さ ， 色 使 い の 派 手 さ 等 を 抑 制 し
て も 十 分 に 機 能 を 果 た す よ う に し ， そ の 中 で 個 々 の 店 舗 等 の 個 性 を ひ き た
て る 美 し い デ ザ イ ン を 工 夫 す る 。  

 
・  広 告 物 の 地 色 や 形 状 は ， 建 築 物 の 色 彩 や デ ザ イ ン に 調 和 さ せ た も の と す

る 。  
 

・  建 築 物 を 建 築 す る ま で の 暫 定 期 間 に 設 置 す る 広 告 物 は ， デ ザ イ ン に 配 慮 す
る と と も に ， 大 き さ は 高 さ ５ ｍ 以 下 か つ 表 示 面 積 １ ５ ㎡ 以 下 と す る 。  

 

                

 

 

 

 

 

広 告 物 の 基 本 的 な 考 え 方  

 

数 量 や 表 示 面 積 を 抑 え ， 建 築
物 本 体 と 調 和 の と れ た 美 し い
デ ザ イ ン と す る 。  

 
「 フ ァ サ ー ド の 個 性 を 活 か す
た め ， 広 告 等 を 極 力 小 さ く 」
と い う ル ー ル を 定 め て い る 広
告 の 少 な い 街 並 み  
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２  屋 上 広 告 物について  

基  準  

○ 屋 上 広 告 物 は 設 置 し な い 。  

 
 
・  す っ き り と し た 街 並 み と す る た め ， ス カ イ ラ イ ン や 屋 上 景 観 を 乱 し が ち な

屋 上 広 告 物 の 設 置 を 行 わ な い 。  

 

 

 

３  壁 面 広 告 物について  

基  準  

○ 箱 文 字 な ど に よ り ， 建 築 物 本 体 の デ ザ イ ン の 調 和 に 努 め る 。  

 
 
・  広 告 面 を 板 状 と せ ず ， 箱 文 字 等 ，

文 字 の 切 り 抜 き に よ る 表 示 と す る
こ と に よ り ， 建 築 物 壁 面 と の 調 和
の と れ た デ ザ イ ン と す る 。  

 

 

 

 
 

箱 文 字 と し て 建 築
物 の 外 壁 を 活 か し
た イ メ ー ジ  
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４  突 出 広 告 物について  

基  準  

○ 広 告 物 の 地 盤 面 か ら の 高 さ は ， 上 端 部 は １ ２ ｍ 以 下 と し 下 端 部 は ２ ． ５ ｍ

以 上 と す る 。  

○ 地 色 は ， 壁 面 と 同 系 色 と す る な ど 建 築 物 と の 調 和 に 努 め る 。  

 
 

・  歩 行 者 の 通 行 の 妨 げ と な ら な い よ
う ， 地 盤 面 か ら の 高 さ を 確 保 す る 。  

 
・  広 告 物 の 地 色 は ， 建 築 物 の 壁 面 の 同

系 色 と す る な ど 建 築 物 と 調 和 さ せ る
よ う に す る 。  

 
・  け ば け ば し い 地 色 を 用 い な い な ど に

よ り ， 建 築 物 と 違 和 感 の な い デ ザ イ
ン と す る 。  

 

 

 

 

 

５  独 立 広 告 物について  

基  準  

○ 敷 地 内 に 集 約 化 し て 設 置 し ， 地 盤 面 か ら の 高 さ を １ ５ ｍ 以 下 と す る 。  

 
 
・  設 置 箇 所 数 ， 高 さ を 抑 え る

と と も に ， 建 築 物 本 体 と 調
和 の と れ た 美 し い デ ザ イ ン
と す る 。  

 

 

 

 

 

 
数 量 や 表 示 面 積 を 抑 え ， 建 築 物 本 体 と 調
和 の と れ た 美 し い デ ザ イ ン と す る 。  

 

１ ５ ｍ 以 下  

 

突 出 広 告 物 が 非 常 に 少 な く す っ
き り と し た 街 並 み の 例  
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６  窓 面 広 告 物について  

基  準  

○ 窓 等 の ガ ラ ス 面 に は 広 告 物 等 を 掲 出 し な い 。 た だ し ， 良 好 な 景 観 を 損 な わ

な い と 認 め ら れ る も の は こ の 限 り で は な い 。  

 

 

  
落 ち 着 い た 景 観 を 損 ね な い 工 夫 が
な さ れ て い る と 認 め ら れ る 広 告 の
イ メ ー ジ  

 

 

７  立 看 板 ・広 告 幕 ・のぼり・旗 等 について 

基  準  

○ 原 則 と し て 設 置 し な い も の と す る 。 た だ し ， 建 築 物 や 街 並 み に 調 和 し た フ

レ ー ム 等 に 設 置 さ れ た も の は こ の 限 り で は な い 。  
 

 

  

 

８  電 柱 類 広 告 物について  

基  準  

○ 電 柱 類 を 利 用 す る 広 告 物 は 設 置 し な い 。  

 
・  区 域 内 で は ， 電 柱 類 を 利 用 す る 袖 付 広 告 や 巻 立 広 告 な ど は 設 置 し な い 。  

 
・  窓 等 の ガ ラ ス 面 に 内 部 か ら 掲 出 す る 広

告 は ， 開 口 部 を 塞 ぎ 閉 鎖 的 な 印 象 を
与 え る こ と に 加 え ， 大 き く 派 手 な 色
彩 の 窓 面 広 告 が 景 観 の 阻 害 要 因 と な
る こ と か ら ， 原 則 と し て 禁 止 と す
る 。  

 
・  た だ し ， 通 常 の 企 業 ロ ゴ デ ザ イ ン を 改

良 し た も の な ど ， 良 好 な 景 観 を 損 な
わ な い 工 夫 が な さ れ て い る と 認 め ら
れ る も の は こ の 限 り で は な い 。  

 

 

・  立 看 板 ・ 広 告 幕 ・ の ぼ り ・ 旗 等 は ，
個 々 の 規 模 が 小 さ く と も 量 的 に 氾 濫 し
や す く ， 景 観 の 阻 害 要 因 と な り が ち で
あ る こ と か ら ， 原 則 と し て 禁 止 と す
る 。  

 

・  た だ し ， 街 並 み の 良 好 な ア ク セ ン ト と
し て 建 築 物 や 街 並 み に 調 和 し た フ レ ー
ム 等 に 設 置 さ れ た も の に つ い て は こ の
限 り で は な い 。  

 

 

デ ザ イ ン を 工 夫 し て い る 旗 の  
イ メ ー ジ  
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 Ⅶ   そ の 他 の 基 準  

 

１  デザインガイドラインの作 成 について  

基  準  

○ 重 点 地 区 の 目 標 や 基 本 方 針 を ふ ま え ， 各 街 区 で 景 観 形 成 に 寄 与 す る よ う デ

ザ イ ン ガ イ ド ラ イ ン を 作 成 す る 。  

 
  ・ 地 権 者 の 合 意 形 成 が 図 ら れ た 街 区 か ら 順 に ， ガ イ ド ラ イ ン を 作 成 す る 。  
 

・  デ ザ イ ン ガ イ ド ラ イ ン は ， こ の 景 観 形 成 基 準 に 対 し て ， 街 区 内 で 実 際 の 建

築 計 画 や 土 地 利 用 計 画 な ど が 各 基 準 ご と に ど の よ う に 反 映 さ れ て い る か を

ま と め ， 具 体 的 な デ ザ イ ン の 指 針 と し て 作 成 す る も の で す 。  

 

・  デ ザ イ ン ガ イ ド ラ イ ン の 作 成 は ， 街 区 内 で の デ ザ イ ン の 考 え 方 を 明 ら か に

し ， 景 観 重 点 地 区 内 の 目 標 や 基 本 方 針 に そ っ た 良 好 な ま ち づ く り に 結 び つ

け て い く た め の も の で す 。  

 
 
 

２  壁 面 後 退 部 分の利 用 について  

基  準  

○ 壁 面 後 退 部 分 で ワ ゴ ン や 屋 台 ， オ ー プ ン カ フ ェ の 利 用 な ど に あ た っ て は ，

ま ち 並 み を 引 き 立 て る 色 彩 や デ ザ イ ン な ど の 工 夫 に 努 め る 。  

○ 東 口 駅 前 線 沿 道 及 び 西 口 駅 前 線 沿 道 の 壁 面 後 退 部 分 に は 自 動 販 売 機 を 設 置

し な い 。  

 
 

・  壁 面 後 退 部 分 を オ ー プ ン カ フ ェ 等 に 利 用 す る 場 合 は ， ま ち 並 み を 引 き 立 て る

色 彩 や デ ザ イ ン を 工 夫 し ， さ ら に プ ラ ン タ ー 等 に よ り 空 間 の 演 出 に 努 め る 。  

 

・  建 築 物 に 付 帯 し て テ ン ト を 設 置 す る 場 合 は ， 巻 き 上 げ 式 と す る 。  

 

・  テ ン ト ， パ ラ ソ ル ， 屋 台 の 色 彩 は ， 建 築 物 の 外 壁 を は じ め と し た 外 観 の 色 彩

の 基 準 に 調 和 す る も の と す る 。  

 

 
オ ー プ ン カ フ ェ の イ メ ー ジ  

  
オ ー プ ン カ フ ェ イ ベ ン ト の イ メ ー ジ  
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３  適 正 な維 持 管 理について 

基  準  

○ 劣 化 し に く い 材 料 や 時 間 の 経 過 と と も に 味 わ い の あ る 素 材 等 を 使 用 し ， 退

色 や 汚 れ が 生 じ た 場 合 は 速 や か に 対 処 す る な ど 維 持 管 理 に 努 め る 。  

 
・  使 用 す る 材 料 や 素 材 は ， 土 ・ 砂 ・ 石 な ど 経 年 で 風 格 が 増 し た り ， 汚 れ が 目

立 ち に く く 劣 化 の 少 な い 材 質 や 表 面 処 理 の も の な ど と し ， 日 常 的 な 維 持 管
理 に 努 め る 。  

 
・  低 層 部 や 外 構 な ど 近 く の 距 離 で 目 に と ま り や す い 部 分 で は ， 上 記 の 他 ， 自

然 素 材 な ど 味 わ い の あ る 経 年 変 化 が 期 待 で き る 素 材 の 使 用 を 工 夫 す る 。  
  

 

４  更 地の管 理 について  

基  準  

○ 建 設 工 事 に 着 手 す る ま で は 周 辺 の 景 観 に 配 慮 し た 適 切 な 管 理 に 努 め る 。  

 
 

・  資 材 な ど を 仮 置 き す る 場 合 は ， 修 景
さ れ た 仮 囲 い （ 次 項 ） や 緑 化 な ど に
努 め る 。  

 
・  ま た ， 土 砂 が 流 出 し な い よ う ， さ ら

に 通 り に う る お い を 与 え る よ う に 周
囲 に 草 花 を 植 え る 。  

 
 

 

５  工 事 中の仮 囲 いについて  

基  準  

○ 工 事 中 は 安 全 管 理 に 努 め る と と も に ， 完 成 後 の パ ー ス 等 の 表 示 や 緑 の 仮 囲

い な ど の 工 夫 に よ っ て ， 通 行 す る 人 々 に 期 待 や 親 し み を 感 じ さ せ る よ う 努

め る 。  

 
 

・  仮 囲 い は ， 通 り に う る お い や 親 し み
を 与 え る も の と す る が ， 建 築 物 や 工
作 物 の 外 観 の 基 準 に 準 じ た 色 彩 と し ，
大 規 模 で け ば け ば し い も の と し な い 。  

 
・  仮 囲 い に 学 校 の 生 徒 の 絵 を 採 用 す る

な ど ， 地 域 住 民 や 通 行 人 と の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン を 目 的 と し た デ ザ イ ン
の 創 意 工 夫 に 努 め る 。  

  

壁 面 を 緑 化 し た 仮 囲 い の 例   

  

敷 地 の き わ を 播 種 で 緑 化 し ， 修 景 す
る と と も に 土 砂 の 飛 散 を 防 止 し て い
る 例  
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 景観重点地区内での建築物，工作物及び広告物に関

する行為，土地の形質変更や樹木の伐採又は植栽をす

ることについては，柏市景観まちづくり条例に規定す

る届出が必要です。  

な お，本 基準は ，「色 彩の基 準」 (P15)， 「広告 物

の基準 」 (P24～ 27)を除いて，敷 地面積２００ ㎡未満

の敷地に適用しません。  

 

 

 ★景観まちづくり条例に関するお問い合わせとご相談は★  

  都市計画部  都市計画課  企画総務・景観担当まで  

  TEL ０４－７１６７－１１１１（代表）内線４５４  

      ０４－７１６７－１１４４（直通）  
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柏の葉一丁目景観重点地区景観形成基準の解説 

 

景観重点地区について 

 

 柏市景観まちづくり条例により，重点的に優れた都市景観を創り，

又は保全する必要があると認める地区を景観重点地区として指定す

ることができます。 

 景観重点地区では，景観形成基準を定め，建築物や工作物等につ

いて，基準に基づいた景観誘導を進めていきます。 

 

 

 

Ⅰ 柏の葉一丁目景観重点地区について 

 

柏の葉一丁目景観重点地区区域図（図１） 

 

 

 

 

 

公

 （２）柏の葉一丁目景観重点地区景観形成基準（解説版）

○重点地区の指定　　：平成１９年２月２８日　柏市告示第３５号　　○面積：約５．３ha

○景観形成基準の制定：平成１９年２月２８日　柏市告示第３６号　
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１ 重点地区の目標 

 

●柏の葉一丁目地区の良好な景観を共有し，守り育てていくことを

目指します。 

 

 

●見通しが良く安心して住める街並みを目指します。 

 

 

 

２ 重点地区の景観形成の基本方針 

 

●緑豊かでレンガによる外構や屋根などのそろった街並みを維持す

る。 

 

 

●日照や通風などの良い，ゆとりある敷地使いとする。 
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Ⅱ 敷地の基準 

 

１．敷地の分割について 

基  準  

●敷地は分割しない。 

 

・敷地が小さくなり，建物が密集することを防ぐためのものです。 

 

 

２．建物の用途について 

基  準  

●共同住宅（２世帯住宅を除く）としない。 

 

・良好な戸建住宅の街並みを守るため，アパート等を建築しないた

めのものです。 
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Ⅲ 建築物等の基準 

１．壁面の位置について 

基 準  

●建築物の壁又はこれに代わる柱の面から前面道路の境界線までの距離

は１ｍ以上とし，隣地境界線までの距離は５０ｃｍ以上とする。 

 ただし，次に掲げるものについてはこの限りではない。 

 ・車庫等で高さが３ｍ以下かつ床面積の合計が３０㎡以内の場合 

 ・物置等で軒の高さが２．３ｍ以下かつ床面積の合計が５㎡以内 

  の場合 

 ・出窓，建築物に附属する門又は塀その他これらに類するもの 

 

・連続的な緑化空間を確保するためのものです。 

 

【前面道路境界 １ｍ以上】     【隣地境界 ５０ｃｍ以上】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路・隣地・隅切りについて】       【前面道路の壁面線】 

 

 

 

 

５０ｃｍ以上 

隣地境界線 

１ｍ以上 

前面道路 

PP

公

1/1500

 位　置　図
壁面線

凡例   壁面線１ｍ 

道路境界 

１ｍ 

隣地境界 

５０ｃｍ 

隣地境界 

５０ｃｍ 

隅切り 

→対象外 

隅切り 

→対象外 

道路境界 

１ｍ 
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２．屋根形状について 

基  準  

●屋根は勾配屋根を基本とする。 

 ただし，街並みの連続性に配慮している場合はこの限りではない。 

 

・統一感のある街並みを守っていくためのものです。 

 

 

【勾配屋根でない場合，街並みの連続性に配慮する方法（例）】 

○ひさしを設置する         ○屋根の傾斜方向を合わせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣と傾斜方向を合わせたひさし 隣と傾斜方向を合わせた曲線屋根 
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３．建築物の高さについて 

基  準  

●建築物は２階建てを基本とする。 

 ただし，街並みの連続性及び周囲に配慮している場合はこの限りでは

ない。 

 

・スカイラインが揃う統一感のある街並みを守っていくためのもの

です。 

・日照への配慮をするためのものです。 

 ※「スカイライン」とは，建築物などが空を区切っている輪郭線をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【街並みの連続性及び周囲に配慮する方法（例）】 

・３階建てとする場合，総３階建とせず，壁面の位置や屋根形状，日照など 

周辺の良好な住環境への配慮を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・屋根の傾斜方向を合わせる  ①  

・３階の壁面を後退する    ②  

・軒線の高さを合わせる    ③  

・ひさしの傾斜方向を合わせる ④  

×総３階建て   ○３階部分の

          壁面後退  

① 
②

③

④ 
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Ⅳ 工作物の基準 

 

基  準  

●道路や公園に面した外構は，レンガ積みと生け垣を組み合わせたもの

又は生け垣を基本とする。 

 ただし，街並みの連続性に配慮している場合はこの限りではない。 

●塀（門は含まない）の高さは１２０ｃｍ以内とする。 

 

・緑豊かでレンガによる外構の 

 揃った街並みを守っていく 

 ためのものです。 

・安心して住める見通しの良い 

 街並みとするためのもので 

 す。 

 

 

 

 

 

 

【街並みの連続性に配慮する方法（例）】  

○レンガ積みのみの場合又は      ○フェンスとする場合 

    レンガ調の塀とする場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

        

       

 

１２０ｃｍ

スリット又は開口部を設け

閉鎖的な壁としない 

ツタ等で緑化に努める 

フェンスは目立ちにくい色とする

ツタ等で緑化に努めるか， 

敷地内の緑が見えるものとする 
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 －8－

 

Ⅴ 色彩の基準 

 

基  準  

●建築物・工作物の外壁の色は，落ち着いた色彩を基本とし，周辺に対

して極端に彩度の高い色彩を使用しない。 

・庭木や草花など，植物のみどりの色よりも鮮やかでない色彩を使用

することで，緑豊かな街並みを引き立てていくためのものです。 

【色選びのポイント】                        

①イメージ通りの色選びのために 

 どのような色にするかを考える時は，色見本帳を参考にします。注文する時にも，「○○

色」「○○っぽい色」というような表現では，イメージの違いを生みやすくなってしまいま

す。色見本帳をもとに色番号を用いることをおすすめします。 

また，色彩は面積が大きくなるにつれて，その特徴が強調される傾向があることも念頭に

おく必要があります。そのため，色を 

決めるにあたっては，注文した色につ 

いて大き目の色見本（Ａ４サイズ程度） 

を用意してもらうと，完成イメージ  

が捉えやすくなります。 

 

②コーディネートを考えて色彩を選びましょう 

 建物の色彩を考えるとき，隣や近接する建物と近い色相の色や，近い明度や彩度の色を選

ぶと周りとちぐはぐにならず，自分の家も美しいイメージを作りやすくなります。 

 また，壁や屋根など部位の色彩を 

トータルに考えてコーディネートする 

ことにより，調和のとれた美しい外観を 

作り出すことができます。 

 

③鮮やかな色を使いたいときは・・・ 

 ○自然色（季節の花や緑など）の彩りで楽しむ 

植物の色彩は，鮮やかな色でも陰となる部分や質感の影響で強く 

なりません。季節の花などの彩りによる変化を活かしたいもので 

す。 

○人工色はアクセントで楽しむ 

人工物に鮮やかな色彩を用いたい場合，できるだけ小さく，周囲 

とちぐはぐにならないよう心がけましょう。鮮やかな色彩は，落 

ち着いた地色の中で，アクセントに使うと洗練された個性を発揮 

しやすくなります。

＜壁や屋根が調和していない例＞ 
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 －10－

 

Ⅵ 駐車場の基準 

 

基  準  

●駐車場は位置に配慮し，規模は必要最小限とし，緑化に努める。 

・緑豊かで外構の揃った街並みを守っていくためのものです。 

 

【街並みの連続性に配慮する方法（例）】  

・位置の配慮（縦に２台）  ・周囲の緑化         ・緑化ブロックによる舗装  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ その他の基準 

 

基  準  

●緑の育成，適切な維持管理に努める。 

●中十余二第一公園に面する部分は，窓や出入口等で壁面に変化をつけ

るなど，建物の表情づくりに配慮する。 

●中十余二第一公園は，見通し等に配慮した緑化とする。 

・緑豊かな街並みを守っていくためのものです。 

・安心して住める街並みとしていくためのものです。 

【緑の連続性に配慮する方法（例）】  

 ・バルコニー等の緑化 

 ・花や緑による出入口部分の演出 

 

 

 

Ⅷ 届出及び連絡について 

届出及び連絡  

●建築行為等を行う場合，市への届出及び自治会への連絡を行う。 
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 （３）柏の葉三丁目景観重点地区景観形成基準（解説版）

 －1－

 

 

景観重点地区について 

 柏市景観まちづくり条例により，重点的に優れた都市景観を創り，

又は保全する必要があると認める地区を景観重点地区として指定す

ることができます。 

 景観重点地区では，敷地利用や建築物等について，景観形成基準を定め，

景観誘導を進めていきます。 

 

 

 

 

         

 

 

 

柏の葉三丁目景観重点地区景観形成基準の解説 

Ⅰ 柏の葉三丁目景観重点地区について 

 

柏の葉三丁目景観重点地区区域図（図１） 

○重点地区の指定　　：平成１９年２月２８日　柏市告示第３７号　○面積：約６．８ha

○景観形成基準の制定：平成１９年２月２８日　柏市告示第３８号　
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１ 重点地区の目標 

 

●地区や通りごとの特徴ある街並みを共有財産として，守り育てていくことを目指します。 

 

 

●「四季の街」にふさわしい季節を彩る緑につつまれた景観を維持していくことを目指し

ます。 

 

※「四季の街・柏の葉公園住宅地」は，公募により決定した名前です。ふれあいの小径や住宅

地内の樹木，草花により，四季が感じられる緑豊かな住宅地を表現したネーミングであると

いえます。 

 

 

２ 重点地区の景観形成の基本方針 

 

●敷地の細分化を防止し，建築物の配置や緑豊かな外構などを維持する。 

 

 

●地区を特徴づけている路地やふれあいの小径を維持する。 
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 －3－

Ⅱ 敷地の基準 

 

１．敷地の分割について 

基  準  

●敷地は分割しない。 

 

・敷地が小さくなり，建物が密集することは，景観を損なうことに

もなることから，それを防ぐためのものです。 

 

 

２．建物の用途について 

基  準  

●共同住宅（２世帯住宅を除く）としない。 

 

・良好な戸建住宅の街並みを守るため，アパート等を建築しないた

めのものです。 
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 －4－

Ⅲ 建築物等の基準 

１．壁面の位置について 

基  準  

●建築物の壁又はこれに代わる柱の面から前面道路の境界線までの距離は１ｍ以上とし，

隣地境界線までの距離は５０ｃｍ以上とする。 

ただし，次に掲げるものについてはこの限りではない。 

 ・車庫等で高さが３ｍ以下かつ床面積の合計が３０㎡以内の場合 

 ・物置等で軒の高さが２.３ｍ以下かつ床面積の合計が５㎡以内の場合 

 ・出窓，建築物に附属する門又は塀その他これらに類するもの 

 

・連続的な緑化空間の確保や建て詰まり感の軽減のためのものです。 

  

【前面道路境界 １ｍ以上】     【隣地境界 ５０ｃｍ以上】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

凡例 

   壁面線１ｍ

５０ｃｍ以上 

隣地境界線 
１ｍ以上 

前面道路 

【道路・隣地・隅切りについて】       【前面道路の壁面線】  

道路境界 

１ｍ 

隣地境界 

５０ｃｍ 

隣地境界 

５０ｃｍ 

隅切り 

→対象外 

隅切り 

→対象外 

道路境界 

１ｍ 
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２．屋根形状について 

基  準  

●屋根形状は，勾配屋根を基本とする。 

 ただし，街並みの連続性に配慮している場合はこの限りではない。 

 

・統一感のある街並みを守っていくためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【勾配屋根でない場合，街並みの連続性に配慮する方法（例）】 

○建物頂部の形状の工夫やひさしを設置する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣の傾斜方向と合わせた

建物頂部やひさし 
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 －6－

 

３．建築物の高さについて 

基  準  

●建物高さについては，２階建てを基本とする。 

ただし，壁面の位置や屋根形状などにより周囲への配慮がなされている場合はこの限

りではない。 

 

・スカイラインが揃う統一感のある街並みを守っていくためのもの

です。 

・日照への配慮をするためのものです。 

 ※「スカイライン」とは，建築物などが空を区切っている輪郭線をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【街並みの連続性及び周囲に配慮する方法（例）】 

・３階建てとする場合，総３階建とせず，壁面の位置や屋根形状，日照など 

周辺の良好な住環境への配慮を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
②

③

④ 

・屋根の傾斜方向を合わせる  ①  

・３階の壁面を後退する    ②  

・軒線の高さを合わせる    ③  

・ひさしの傾斜方向を合わせる ④  

×総３階建て   ○３階部分の

          壁面後退  
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Ⅳ 工作物の基準 

 

基  準  

●道路に面した外構は，生け垣と低いよう壁の組み合わせを基本とする。 

ただし，緑化や素材・色彩などにより，街並みの連続性に配慮していると認められる

場合は，この限りではない。 

 

・緑豊かな外構の揃った街並みを守っていくためのものです。 

・安心して住める見通しの良い街並みとするためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【街並みの連続性に配慮する方法（例）】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     

 

       

        

       

 

 

○塀とする場合                           ○フェンスとする場合 

スリット又は開口部を設け 

閉鎖的としない 

ツタ等で緑化に努める 

フェンスは目立ちにくい色とする 

ツタ等で緑化に努めるか， 

敷地内の緑が見えるものとする 

・例示は，塀やフェンスとする場合の修景方法です。周辺の景観と調和を図るため， 

可能な限り，塀やフェンスが目立たないよう，見える緑の量を増やしていくこと 

が大切です。 

低いよう壁 
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Ⅴ 色彩の基準 

 

基  準  

●建築物・工作物の外壁の色は，落ち着いた色彩を基本とし，周辺に対して極端に彩度

の高い色彩を使用しない。 

・庭木や草花など，植物のみどりの色よりも鮮やかでない色彩を使用

することで，緑豊かな街並みを引き立てていくためのものです。 

【色選びのポイント】                        

①イメージ通りの色選びのために 

 どのような色にするかを考える時は，色見本帳を参考にします。注文する時にも，「○○色」

「○○っぽい色」というような表現では，イメージの違いを生みやすくなってしまいます。

色見本帳をもとに色番号を用いることをおすすめします。 

また，色彩は面積が大きくなるにつれて，その特徴が強調される傾向があることも念頭に

おく必要があります。そのため，色を 

決めるにあたっては，注文した色につ 

いて大き目の色見本（Ａ４サイズ程度） 

を用意してもらうと，完成イメージ  

が捉えやすくなります。 

 

②コーディネートを考えて色彩を選びましょう 

 建物の色彩を考えるとき，隣や近接する建物と近い色相の色や，近い明度や彩度の色を選

ぶと周りとちぐはぐにならず，自分の家も美しいイメージを作りやすくなります。 

 また，壁や屋根など部位の色彩を 

トータルに考えてコーディネートする 

ことにより，調和のとれた美しい外観を 

作り出すことができます。 

 

③鮮やかな色を使いたいときは・・・ 

 ○自然色（季節の花や緑など）の彩りで楽しむ 

植物の色彩は，鮮やかな色でも陰となる部分や質感の影響で強く 

なりません。季節の花などの彩りによる変化を活かしたいもので 

す。 

○人工色はアクセントで楽しむ 

人工物に鮮やかな色彩を用いたい場合，できるだけ小さく，周囲 

とちぐはぐにならないよう心がけましょう。鮮やかな色彩は，落 

ち着いた地色の中で，アクセントに使うと洗練された個性を発揮 

しやすくなります。

＜壁や屋根が調和していない例＞ 
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 －10－

 

Ⅵ 駐車場の基準 

 

 

基  準  

●駐車場は，立体駐車は避け，位置に配慮する。規模は必要最小限とし，緑化に努める。

 

・緑豊かで外構の揃った街並みを守っていくためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【街並みの連続性に配慮する方法（例）】  

○位置の配慮          ○周囲の緑化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○緑化ブロックによる舗装 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦に２台とし，通りから目立

ちにくくする 

周囲を緑化し，緑の連続性に

配慮する 

目地の緑化により，うるおい

のある外観とする 
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 －11－

 

 

 

 

 

・緑豊かな街並みを守っていくためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緑の連続性に配慮する方法】  

・生け垣・樹木など，共通の要素を取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏の葉三丁目地区は，四季の彩り豊かな住宅地として開発されました。生け垣の樹

種は，四季を通じて花と緑が絶えないよう、また通りごとなどでの変化が楽しめるよ

う工夫した配置がなされています。将来にわたって受け継いでいきたい環境です。 

特に植え替えなどの際に通りでどのような緑が多く植えられているのかを参考に，

樹種を決めることが大切です。 

 

 

Ⅶ その他の基準 

樹 木 等 維 持 管 理 及 び 植 え 替 え に 関 す る 基 準  

●緑の育成，適切な維持管理に努める。 

●通りごとに揃った生け垣や樹木など、緑の連続性に配慮する。 
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 －12－

 

路 地 及 び ふ れ あ い の 小 径 （市の公園）に 関 す る 基 準  

●路地及びふれあいの小径に面する部分については，フェンスなどを避け，植栽とする。

●ふれあいの小径に面する部分については，窓やひさしで壁面に変化をつけるなど，建

物の表情づくりに努める。 

●市は，ふれあいの小径の植栽について，良好な景観形成のための維持・管理を行う。

 

・地区の特徴となっている路地や小径において，特に配慮に努め，

住みよい環境を守っていくためのものです。 

 

 路地  

 

 

 

 

 

 

 

             

   ふれあいの小径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいの小径では， 

１～１０街区に沿って，春夏秋冬の花が

楽しめる植栽としています。 

ふれあいの小径は，市の公園として管理

されています。 

ふれあいの小径に面する部分について

は，門は設置できません。 
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Ⅷ 基準の運用について 

 

 

適 用 に つ い て  

●地番 1-3,1-33,1-34 については，建築物の基準（高さ），敷地の基準（敷地の分割）

は適用しない。 

 ただし，建築物の基準（高さ）は，住宅とする場合はこの限りではない。 

また、敷地分割の場合は，地区内住宅地の敷地面積程度を確保するものとする。 

 

・地番 1-3,1-33,1-34 は，敷地形状などが異な

っており，基準の適用に配慮したものです。 
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○景観形成基準等の案の縦覧（縦覧期間平成１８年１１月上旬） 

＊景観重点地区の指定及び景観形成基準について，案の縦覧を行う。 

 

○景観重点地区の指定及び景観形成基準の制定について，柏市都市景観デザイン委員会に諮問

し可決。（平成１８年１２月） 

 

○景観重点地区の指定及び景観形形成基準の制定（平成１９年２月） 

 

 

広 告 に つ い て  

●柏の葉地区は千葉県屋外広告物条例に基づく禁止区域に指定されています。 
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 －1－

柏の葉三丁目第二景観重点地区景観形成基準の解説 

 

景 観 重 点 地 区 に つ い て  

 

 柏 市 景 観 ま ち づ く り 条 例 に よ り ， 重 点 的 に 優 れ た 都 市 景 観 を 創 り ，

又 は 保 全 す る 必 要 が あ る と 認 め る 地 区 を 景 観 重 点 地 区 と し て 指 定 す

る こ と が で き ま す 。  

 景 観 重 点 地 区 で は ， 景 観 形 成 基 準 を 定 め ， 建 築 物 や 工 作 物 等 に つ

い て ， 基 準 に 基 づ い た 景 観 誘 導 を 進 め て い き ま す 。  

 

 

 

Ⅰ 柏 の 葉 三 丁 目 第 二 景 観 重 点 地 区 に つ い て  

 

柏 の 葉 三 丁 目 第 二 景 観 重 点 地 区 区 域 図 （ 図 １ ）  

 

 

 

 

 

柏の葉三丁目第二景観重点地区

○重点地区の指定  ：平成１９年１２月１４日   柏市告示第３２４号 

○景観形成基準の指定：平成１９年１２月１４日   柏市告示第３２５号 

○重点地区の指定　　：平成１９年１２月１４日　柏市告示第３２４号　○面積：約０．６ha

○景観形成基準の制定：平成１９年１２月１４日　柏市告示第３２５号　
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１  重 点 地 区 の 目 標  

 

● 柏 の 葉 三 丁 目 地 区 の 良 好 な 景 観 を 共 有 し ， 守 り 育 て て い く こ と を

目 指 し ま す 。  

 

 

● 周 辺 環 境 と 調 和 し ， 良 好 な 街 並 み を 将 来 に わ た り 保 全 す る 。  

 

 

 

２  重 点 地 区 の 景 観 形 成 の 基 本 方 針  

● 連 続 し た 緑 化 に よ り ， そ ろ っ た 街 並 み 形 成 を 図 る 。  

 

● 日 照 や 通 風 な ど の 良 い ， ゆ と り あ る 敷 地 使 い と す る 。  
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Ⅱ 建 築 物 等 の 基 準  

１ ． 屋 根 形 状 に つ い て  

基  準  

● 屋 根 は 勾 配 屋 根 を 基 本 と す る 。  

 た だ し ， 街 並 み の 連 続 性 に 配 慮 し て い る 場 合 は こ の 限 り で は な い 。  

 

・ 統 一 感 の あ る 街 並 み を 作 っ て い く た め の も の で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 勾 配 屋 根 で な い 場 合 ， 街 並 み の 連 続 性 に 配 慮 す る 方 法 （ 例 ） 】  

○ 建 物 頂 部 の 形 状 の 工 夫 や ひ さ し を 設 置 す る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣の傾斜方向と合わせた

建物頂部やひさし 
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２ ． 建 築 物 の 高 さ に つ い て  

基  準  

● 建 築 物 の 高 さ は ２ 階 建 て を 基 本 と す る 。  

 ただし，壁面の位置や屋根形状などにより周囲への配慮がなされている場合はこの

限りでない。 

 

・ ス カ イ ラ イ ン が 揃 う 統 一 感 の あ る 街 並 み を 守 っ て い く た め の も

の で す 。  

・ 日 照 へ の 配 慮 を す る た め の も の で す 。  

 ※「スカイライン」とは，建築物などが空を区切っている輪郭線をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 街 並 み の 連 続 性 及 び 周 囲 に 配 慮 す る 方 法 （ 例 ） 】  

・３階建てとする場合，総３階建とせず，壁面の位置や屋根形状，日照など 

周辺の良好な住環境への配慮を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
②

③

④ 

・ 屋 根 の 傾 斜 方 向 を 合 わ せ る   ①  

・ ３ 階 の 壁 面 を 後 退 す る     ②  

・ 軒 線 の 高 さ を 合 わ せ る     ③  

・ ひ さ し の 傾 斜 方 向 を 合 わ せ る  ④  

×:総 ３ 階 建 て   ○ :３ 階 部 分 の  

          壁 面 後 退
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Ⅲ 緑 化 の 基 準  

 

基  準  

●緑の連続性が確保出来るように努める。 

●道路に面する外構については，周辺環境と調和の取れた植栽に努める。また，擁壁を

設ける場合は，低い擁壁とする。 

 緑 豊 か な 街 並 み の 形 成 を 行 う た め に ， 道 路 に 面 す る 部 分 に は 四 季 の

彩 り が 感 じ ら れ る よ う な 植 栽 に 努 め て く だ さ い 。 ま た ， や む を 得 ず 駐

車 場 を 設 け る 場 合 は ， 緑 化 舗 装 に す る な ど ， 緑 の 連 続 性 を 確 保 出 来 る

よ う に 努 め て く だ さ い 。  

擁 壁 を 設 け る 場 合 は ， 低 い 擁 壁 と な る よ う に 努 め て く だ さ い 。  

地 区 東 側 市 道 に 面 す る 敷 地 に つ い て は ， 下 図 の よ う に 道 路 境 界 線 に

面 す る 部 分 は 低 木 に よ る 植 栽 を 行 い ， そ の 背 後 に 塀 を 設 け る 計 画 と す

る よ う に 努 め て 下 さ い 。  

緑 化 す る 目 的 と し て は ， 住 環 境 の 形 成 だ け で な く ， 通 り の 見 通 し の

確 保 も 行 う た め で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 地 区 東 側 市 道 の 連 続 性 の 確 保 に つ い て （ 例 ） 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区東側市道 

緑地帯の幅は，２ｍ。 

低い擁壁 

地区東側市道に面して連続している緑地帯 

イメージパース 
断面図 

道路 

低木の高さは，３０cm 内外。 
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 －6－

Ⅳ 色 彩 の 基 準  

 

基  準  

● 建 築 物 ・ 工 作 物 の 外 壁 の 色 は ， 落 ち 着 い た 色 彩 を 基 本 と し ， 周 辺 に 対

し て 極 端 に 彩 度 の 高 い 色 彩 を 使 用 し な い 。  

・ 庭 木 や 草 花 な ど ， 植 物 の み ど り の 色 よ り も 鮮 や か で な い 色 彩 を 使

用 す る こ と で ， 緑 豊 か な 街 並 み を 引 き 立 て て い く た め の も の で す 。  

【 色 選 び の ポ イ ン ト 】                         

① イ メ ー ジ 通 り の 色 選 び の た め に  

 どのような色にするかを考える時は，色見本帳を参考にします。注文する時にも，「○

○色」「○○っぽい色」というような表現では，イメージの違いを生みやすくなってしま

います。色見本帳をもとに色番号を用いることをおすすめします。 

また，色彩は面積が大きくなるにつれて，その特徴が強調される傾向があることも念頭

におく必要があります。そのため，色を 

決めるにあたっては，注文した色につ 

いて大き目の色見本（Ａ４サイズ程度） 

を用意してもらうと，完 成 イ メ ー ジ  

が 捉 え や す く な り ま す 。  

 

② コ ー デ ィ ネ ー ト を 考 え て 色 彩 を 選 び ま し ょ う  

 建物の色彩を考えるとき，隣や近接する建物と近い色相の色や，近い明度や彩度の色を

選ぶと周りとちぐはぐにならず，自分の家も美しいイメージを作りやすくなります。 

 また，壁や屋根など部位の色彩を 

トータルに考えてコーディネートする 

ことにより，調和のとれた美しい外観を 

作り出すことができます。 

 

③ 鮮 や か な 色 を 使 い た い と き は ・ ・ ・  

 ○自然色（季節の花や緑など）の彩りで楽しむ 

植物の色彩は，鮮やかな色でも陰となる部分や質感の影響で強く 

なりません。季節の花などの彩りによる変化を活かしたいもので 

す。 

○人工色はアクセントで楽しむ 

人工物に鮮やかな色彩を用いたい場合，できるだけ小さく，周囲 

とちぐはぐにならないよう心がけましょう。鮮やかな色彩は，落 

ち着いた地色の中で，アクセントに使うと洗練された個性を発揮 

しやすくなります。

＜壁や屋根が調和していない
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【
落

ち
着

い
た

色
彩

代
表

例
】

 
建
築
物
の
基
調
色
は
周
辺
の
街
並
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
色
彩
を
参
考
に
，
近
い
色
相
（
色
合
い
）
や
色
調
（
明
度
や
彩
度
）
の
色
彩
と
し
ま
し
ょ
う
。

 
※

こ
の

色
見

本
は

、
印

刷
に

よ
る

色
再

現
の

た
め
、

実
際

の
色

彩
と

は
若

干
異

な
り

ま
す

。
こ

れ
を

参
照

し
、

実
際

の
色

を
色

票
で

ご
確

認
下

さ
い

。
 

【
外

壁
の

基
調

色
と

し
て

避
け

た
い

色
彩

代
表

例
】

 
季
節
の
移
ろ
い
が
色
濃
く
感
じ
ら
れ
る
街
並
み
を
整
え
る
た
め
，
鮮
や
か
な
色
彩
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
花
や
 

新
緑
，
紅
葉
な
ど
に
譲
り
，
建
築
物
の
基
調
色
に
は
，
以
下
の
色
彩
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

－７－
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 －8－

Ⅴ 駐 車 場 の 基 準  

 

基  準  

● 駐 車 場 は ， 立 体 駐 車 を 避 け ， 位 置 に 配 慮 す る 。 規 模 は 必 要 最 小 限 と

し ， 緑 化 に 努 め る 。  

・緑豊かで外構の揃った街並みを守っていくためのものです。 

 

【街並みの連続性に配慮する方法（例）】 

・位置の配慮（縦に２台）   ・周囲の緑化         ・緑化舗装 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ そ の 他 の 基 準  

 

基  準  

● 緑 の 育 成 ， 適 切 な 維 持 管 理 に 努 め る 。  

● 本 地 区 は ， 柏 の 葉 三 丁 目 地 区 地 区 計 画 の 制 限 が か か り ま す 。 地 区 整 備

計 画 を 確 認 し て 下 さ い 。  

・緑豊かな街並みを守っていくためのものです。 

・地区整備計画には，「建築物等の用途の制限」，「建築物の敷地面

積の最低限度」，「壁面の位置の制限」，「かき又はさくの構造の

制限」があります。 

 

 

お問い合わせ先 

柏市都市計画部都市計画課 

〒277-8505 柏市柏五丁目10 番1 号 

電話 04-7167-1144（直通） 
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